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火山灰質シルトブロックを混在。耕作土 黒褐

礫混り火山灰質砂が挟在。最下部は腐植
土。

火山灰質
シルト質
砂

黒

褐

逆級化。火山礫混在。(Km-1f)軽石 橙褐

再堆積性の火山灰質砂(最上部･下部）、塊
状の火山灰?、腐植土(2層)からなる。

火山灰質
シルト質
砂

褐灰
～灰
褐

軽石の形状･火山礫含有率から2層区分
される。(Ma-h～i)

軽

石

橙灰
～明
黄灰

細粒ガラス質。(Ma-j)火山灰 灰～
褐灰

上部は腐植土でMa-kが挟在。下部は塊
状不淘汰で軽石･凝灰岩礫を含む。

火山灰
質シル
ト質砂

灰

褐

角～亜角で径は5～30mm主体。一部火
山礫(径15mm)が散在する。最下部は逆
級化。(Ma-l)

軽

石

橙褐
～黄
褐灰

塊状でローム質。亜角礫･炭質物(木片)が混
在。

火山灰質
シルト

橙褐
～褐
灰 塊状不淘汰。径5～40mmの亜角～亜円礫(凝

灰岩･安山岩･軽石)を混在。5.1m付近:火山
灰質シルト挟在(傾斜15°)。5.8～5.86m:下
位の凝灰岩を削り込む。

礫混り火
山灰質砂
質シルト

黄褐
灰～
褐灰

デイサイト質で暗褐灰色の火山ガ
ラスが主体。軽石(径5～20mm･最
大径60mmで一部レンズ状)･灰色凝
灰岩角礫が混在する。(Kpfl-Ⅳ)
6.7m以深:やや固結度良くなる。
8.3m以深:軽石多い。
9.60～10.0m:灰色味帯び固結度は
悪い。フロー基底の非溶結部と推
定される。
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非
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凝
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暗

褐

灰

塊状不淘汰。一部葉理が発達。軽
石･凝灰岩角礫の細礫が散在す
る。基底の層理面の傾斜は15°。

火山灰
質砂

明褐
灰～
黄褐
灰

塊状。凝灰岩亜角～亜円礫(径2～
10mm)･軽石(2～10mm)が散在す
る。下位層から漸移。

火山灰
質シル
ト

褐

灰

安山岩･凝灰岩の亜円～亜角主
体。所々切長4～20cmの安山岩の
玉石を含む。基質は火山灰質シル
ト混りの細～粗粒砂。

玉石混
り砂礫

褐

灰

シルト質でやや淘汰悪い。(幾品
層)13.25mまで塊状、以深葉理(5
°)発達。12.9m:褐灰色凝灰質シ
ルト岩薄層が挟在。

凝灰質
砂岩

黄

褐

径2～10mmの暗灰～褐色の風化
礫、明黄灰色軽石の亜角～亜円礫
が混在する。
16.94～17.07m：軽石を多含。
16.62～16.94m:凝灰質シルト岩が
挟在する。
16.98～17.11m暗褐灰色砂岩の薄
層数層挟在し、5～10°傾斜す
る。
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黄
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シルト～細砂粒径に正級化。葉理
10～15°傾斜

凝灰質
砂岩

明褐
灰～
暗褐
灰

安山岩･凝灰岩の亜角～亜円礫(径
10～60mm)主体で所々玉石が混
在。基質は火山灰質シルト混りの
細粒～粗粒砂。

玉石混
り砂礫

褐

灰

塊状。軽石(亜角～亜円･径2～
20mm)･亜角～亜円礫(径2～5mm)が
散在。
19.75m以深軽石少ない。
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